
（注）本月報は，主に現地紙における報道を当館限りで日本語でまとめたものです。記事の中の客観事実は日本政府や

現地政府の公式見解と異なる場合がありますが，当館では文責は負いかねますのでご了承ください。 

 

ガボン共和国月報（２０２４年９月） 

２０２４年９月号 

在ガボン日本国大使館 

 

 

 

１． 内政・外交 

 ４日、中国・アフリカ協力フォーラム（ＦＯＣＡＣ）に参加するため北京を訪れたオリギ・ンゲマ暫

定大統領は、習近平国家主席と首脳会談を行った。「包括的な戦略的協力パートナーシップ

の枠組みの中でより明るい未来を創造する」ために、二国間関係を深化させていく意思を確

認した（５日付ＵＮ）。 

 １１日から１４日にかけて、チャーチル・エウンベ・モノノ駐カメルーンＡＵ大使をヘッドとするＡ

Ｕ平和・安全保障理事会の代表団が、民政移管プロセスの進捗状況を評価するためガボン

を訪問し、オリギ・ンゲマ暫定大統領と面会した。代表団は暫定政府による経済、社会、イン

フラ、政治、安全保障の各分野での取り組みを評価し、憲法秩序のある国家としての再建に

向けて段階的に進捗していると評価した（１６日付ＵＮ）。 

 ２６日、オリギ・ンゲマ暫定大統領は、ニューヨークで開催された第７９回国連総会において一

般討論演説を行い、発展を支援するための資金供給を呼びかけた。昨年の政変後の進展、

環境保護への取り組み、国際金融システムの改革を通じた開発途上国への投資促進の必

要性を強調した。（２７日付ガボン官報）。 

 

 

２． 経済 

 ３日、ジル・ネンベ鉱物資源大臣は、第２回ガボン・中国経済フォーラムに出席し、中国民間

セクターのガボンに対する４３億米ドル以上の出資を定めた協定を締結した。「新たな経済パ

ートナーシップ」というテーマのもと、同フォーラムには、１０００人以上のガボン及び中国の事

業者やビジネスリーダーが集結した（４日付ＧＲ）。 

 

 

出典：ガボン官報、ガボン・レビュー（ＧＲ）、ユニオン（ＵＮ） 

（了） 


